
大阪府後発医薬品
安心使用促進事業について

（資料４）



2019（令和元）年度 2020（令和２）年
度

2021（令和３）年
度

2022（令和４）年
度 2023（令和５年）度

薬剤師職能の
発揮

①安心促進事業（薬剤師の丁寧な説明・服薬状況の確認・医師へのフィードバック）
府内へ水平展開

②お薬手帳の活用拡大（患者自身が服薬状況や残薬、体調変化の有無等を記録）

⇒医師・患者情報共有

Step4-１

GE 使用割合①
80％ 達成※

府内ＧＥ使用実績見える化（地域ごとの実績リスト公表）

③患者が選んだ
疾患別GE見える化

（モデル地区版）

一般名処方せん枚数向上のための
医師・歯科医師への働きかけ

地域ごとにGE推奨リスト※を検討
※フォーミュラリ：一般的に｢医療機関等に

おいて医学的妥当性や経済性等を踏まえて作
成された医薬品の使用方針｣をいう。
（経済財政運営と改革の基本方針2021より）

これまでの取組みを郡市区医師会、

歯科医師会へ報告し、安心して一般名
処方を発行してもらう働きかけ

Step２-①

医師・歯科医師
へアプローチ

Step１ 患者と医師等の安心確保

Step２ｰ②

大阪府後発医薬品安心使用促進事業ロードマップ〜使⽤割合80％維持に向けて〜

(*)第3期大阪府医療費
適正化計画 ＧＥ指標より

Step３
地域フォーミュラリ作成

④後発医薬品への信頼の回復
⇒薬局薬剤師等へ現状を聞き取るとともに、

患者に寄り添った対応への切り替えを周知

令和3年4月
80％ 達成

維 持

Step4-２
GE 使用割合②

全国平均を達成

ＧＥ使用割合①＝後発医薬品／後発医薬品のある先発医薬品+後発医薬品
ＧＥ使用割合②＝後発医薬品／全医療用医薬品

後発医薬品

全医療用医薬品

【目標】
全国平均を目指す

後発医薬品

後発医薬品のある先発医薬品+後発医薬品

ジェネリック医薬品使用割合① （新指標）

※「第３期大阪府医療費適正化計画」での目標値

大阪府後発医薬品安心使用促進事業における数値目標

【目標】
80％※以上を維持

ジェネリック医薬品使用割合 ② （旧指標）
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項目 平成28年度末 平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末 令和４年10月

大阪府 65.5％ 70.0％ 75.1％ 78.2％ 79.8％ 79.9％ 80.9%

全国順位 第42位 第42位 第43位 第43位 第43位 第42位 第41位

全国 68.6％ 73.0％ 77.7％ 80.4％ 82.1％ 82.1％ 83.2%

全国平均・大阪府とも増加
令和4年10月時点で使用割合（数量ベース）80％以上を維持

大阪府の現状 ジェネリック医薬品割合①（新指標）
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項目 平成28年度末 平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末 令和４年10月

大阪府 42.6％ 45.8％ 50.8％ 53.5％ 56.1％ 57.5％ 57.2%

全国 44.5％ 47.7％ 52.6％ 55.0％ 57.6％ 59.1％ 59.0%
全国平均
との差 1.9 1.9 1.8 1.5 1.5 1.6 1.8

(%)

全国平均・大阪府ともに概ね増加
全国平均との差については、横ばいの推移

大阪府の現状 ジェネリック医薬品割合②（旧指標）



重点地域使用促進強化事業

後発医薬品安心使用促進事業

○大阪府薬剤師会への委託事業
【府内全域】
・後発医薬品に関する現状の調査と周知
・地域薬剤師会担当者向け地域フォーミュラリに関する説明会を開催
【大阪市天王寺区・高槻市（モデル事業）】
・フォーミュラリ策定に向けた取組みを推進

○フォーミュラリに関する医療関係者へのヒアリング

○地域別ジェネリック医薬品等使用実績リスト（二次医療圏別）のアップデート
新たに郡市区別ジェネリック医薬品等使用実績リストの作成

○府民向け広報
・保険者との連携（協会けんぽ）
・消費者フェア
・チラシの作成

令和４年度 後発医薬品安心使用促進事業

☆実態調査、方策の検討
✔ 薬剤師を対象とした調査の実施 ⇒フォーミュラリの認知度は、病院、薬局ともに低かった
✔ 八尾市医薬品適正使用に関する懇話会の設置

☆院内フォーミュラリの作成
✔ 八尾市版後発医薬品汎用リスト ⇒市内の病院（全11 病院）の協力のもと、採用後発品をリスト化。

採用施設数も掲載
✔ 医師・歯科医師(処方側)と薬剤師(調剤側)にフォーミュラリを知ってただくための取組み ⇒チラシ配布、研修会
✔ 八尾市立病院において院内フォーミュラリを検討、承認

平成３０年度：八尾市

☆地域フォーミュラリの検討
✔ 地域フォーミュラリー委員会立ち上げ、フォーミュラリ策定手順の検討。原案の作成 ※地域の医師会の
理解・協力が重要

令和２年度：大阪府薬剤師会（八尾市薬剤師会）

☆地域フォーミュラリの運用を開始

令和３年度：大阪府薬剤師会（八尾市薬剤師会）

フォーミュラリの取組み①（モデル事業の実施）

令和元年度：八尾市

☆地域フォーミュラリの検討
（天王寺区）医師・薬剤師等の医療関係者を対象に地域フォーミュラリに関する研修会を開催

地域の医師会、歯科医師会、薬剤師会、機関病院で協議し、フォーミュラリを検討
（高槻市）地域の医師会、歯科医師会、薬剤師会で地域フォーミュラリ準備委員会の立ち上げ、検討開始

令和４年度：大阪府薬剤師会（天王寺区薬剤師会、高槻市薬剤師会）



【目的】
①各地域での後発医薬品の使用実態を把握する。
②医療機関や薬局において後発医薬品を採用する参考となる医薬品の使用実績リストを
作成することにより、フォーミュラリ作成の参考とする。

【内容】
国民健康保険及び後期高齢者医療の調剤レセプトデータから使用実績リストを１１医療圏別に作成

【地域別ジェネリック医薬品等使用実績リストの構成】
① ページ案内シート
② 目次シート：薬効分類コード順に掲載
③ 地域別医薬品実績リストシート
④ 索引シート：先発名や一般名からも検索できるように五十音順の索引を掲載

診療所や薬局薬剤師等でも使用
しやすいよう工夫

地域フォーミュラリ策定の範囲により近い『郡市区別』使用実績リストを新たに作成
※ オープンデータとして公開に向けて市町村等保険者の同意依頼中

【概要】地域別ジェネリック医薬品等使用実績リスト

地域別ジェネリック医薬品等使用実績リスト
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地域別ジェネリック医薬品等使用実績リスト



【医療関係者（医師、歯科医師、薬剤師）からのご意見】

フォーミュラリに関する取組の方向性

○ 地域フォーミュラリをきっかけとして、地域のあるべき姿に近づくために、関係者が
互いに話し合いを始めることが極めて重要。

○ 標準治療の推進は必要であるが、フォーミュラリは国が医療費抑制のための方策と
して示しているように感じられ、どこまで根付くのか疑問に感じる。

○ 薬剤師や薬剤師会が事務局として活動し、医師と連携を取って、地域フォーミュラリ
という形で、地域の医薬品集を作成することは重要。

○ 大変な労力を要する作業であり、どこの地域でも同じように実施することは難しい
と思う。

○ 地域フォーミュラリの評価を適切に行っていく必要がある。

【今後の方向性】

･地域の関係者のご理解を得ながら、引続きモデル地域の取組みを支援する。

･フォーミュラリの効果について、客観的データに基づく評価を検討する。



後発医薬品安心使用促進事業

保険者との連携

○ 府内の薬局（4,018軒）に対し、「ジェネリック医薬品に関するお知らせ
～貴薬局の調剤状況について～」 (※)を送付（協会けんぽ）

○ ジェネリック医薬品希望シールの配布
・大阪府と株式会社アカカベとの公民連携協定に基づく広報協力
ジェネリック医薬品希望シール(※)を府内約60薬局で配布

※協会けんぽ作成のガンバ大阪、セレッソ大阪のシール計３,000枚

※ 各薬局ごとのジェネリック医薬品の調剤状況等の詳細を分析したデータ



府民広報

○ 消費者フェア（１１月５日（土）～１２月９日（金））
・ 大阪府主催の消費者フェア2022（Web広場）に出展

後発医薬品安心使用の啓発を実施（閲覧実績数4,178回）

府民広報

周知チラシの作成

後発医薬品の供給不足の現状について
府民への現状の情報提供を継続

【目的】
・現状について周知し、心配なことは
薬剤師への相談を促すことで
患者の不安軽減を図る
・患者説明に活用いただくことで
対応にあたる医療関係者を支援

【配布先】＊予定を含む
・本府ホームページに掲載
・コンビニエンスストア
・保健所設置市
・大阪府薬剤師会
・大阪府病院薬剤師会
・地域包括支援センター

等


